
















イリスと先生のお布団







　こんにちは、イリスです。

　今日お話しするこれは、ほかの誰にも知られてはいけない、私の恥ずかしいお話です。

　だから、その……あなたにしかお話ししないので、ほかの人には漏らさないでくださいね？　約束ですよ？




　その日は、私たち姉妹が先生と一緒のお家で暮らし始めてからしばらくたった頃の、とある休日でした。

　朝からお天気が良かったので、私はこの日、お布団を干そうと張り切っていました。

　先生はこの日、朝から用事があるとかで街に出掛けていて、家にはいませんでした。

　その上、リオとメイファもどこかに遊びにいってしまったので、家にいるのは私ひとりです。

　休日だし、先生からは休みの日には訓練を忘れて遊んでいいぞと言われているのでダメとは言えないけど、だからといって先生のお言葉に甘えて遊びに行ってしまう二人はどうかと思います。二人はもう少し、先生の忠実な従者としての自覚を持つべきです。

「もう、二人ともしょうがないんだから」

　仕方がないので、私だけでお布団を干しにかかります。

　私たちの分は当然あと回しにして、まずは先生のお布団から。

「お邪魔しまーす……」

　部屋の扉をノックしてから、先生の部屋に入る私。

　ほかに誰もいないんだからノックの必要なんてないんですけど、ちょっと緊張してしまいます。

　ほかに誰もいないときに、先生の部屋に入る──イケナイことをしているようで、なぜかとてもドキドキする私がいました。

　部屋に入ると、さすが先生、きちっとしています。

　机の上も整理整頓されているし、物が床に乱雑に置かれていたりしないし、ベッドの上のお布団も綺麗に整えられていました。リオやメイファとは大違いです。

　私は先生のベッドの前まで歩いていって、

「し、失礼します」

　ぺこりとその前でお辞儀してから、布団を手に取って抱えました。

　私がダメになってしまったのは、そのときでした。

「ふわぁっ……」

　先生のお布団を体いっぱいに抱えた私は、その匂いを思いきり吸い込んでしまったのです。

　私には一つ、先生に対して懺悔しなければならないことがあります。

　それは、私ことイリスは、先生のにおいが大好きだということです。

　先生の体のにおいをかぐと、くらくらっとしてしまうのです。

　……はい、分かっています。私は変態です。

　でもしょうがないんです。これが私の本性なんですから、否定したって仕方がありません。

　──ぽふっ。

　私は先生の掛布団を抱えたまま、先生のベッドの上に倒れていました。

「えへへっ……先生のにおいだぁ♪」

　私は完全にイケナイ子になっていました。

　猫がまたたびを嗅いだときのようメロメロになって、先生のベッドの上でごろごろにゃんにゃん転がっていました。

　普段はこんなことはしません。ほかに誰もいなかったのがいけないんです。

　そして、私はだんだんうとうととしてきて──




「おーい、イリスー？　起きろー」

「ふにゃっ……？」

　誰かに揺さぶられて目を覚ました私。

　寝ぼけ眼であたりを見回すと、私を揺さぶり起こす先生の姿が視界に入ってきました。

「あ、れ……先生……？　今日はお昼過ぎまで、お出かけするって……」

「おう。だからもう昼過ぎだって。ていうかイリス、なんで俺のベッドで寝てるんだ？」

「ほへ……？」

　やがて、意識がはっきりしてくるにつれて、私の額や背筋に冷たい汗が流れました。

　私は先生のお布団を抱き枕にして、先生のベッドで安らかに眠ってしまっていたようです。

　そのあと私は、困惑する先生の前で理由の一つも言わないまま（言えません）、ただ何度も何度も土下座を繰り返したのでした。
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